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持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
を
構
築
す

る
た
め
、行
政
改
革
の
方
向
性
に

つ
い
て
議
論
す
る
田
原
市
行
政
改
革
推
進

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
５
月
31
日（
金
）に
市
役
所
で
開
催
し
た

第
１
回
の
委
員
会
で
は
、愛
知
大
学
地
域

政
策
学
部
教
授
の
戸
田
敏
行
氏
が
会
長
に

互
選
さ
れ
ま
し
た
。本
委
員
会
は
、市
長
の

諮
問
機
関
と
し
て
、行
財
政
運
営
の
指
針

と
な
る「
行
政
改
革
大
綱
」の
策
定
に
向
け

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
で
第
４
次
と
な
る
行
政
改
革
大
綱

に
は
、市
役
所
内
部
の
改
革
や
、市
民
サ
ー

ビ
ス
の
再
構
築
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
盛
り
込
み
、12
月
ま
で
に
は
素

案
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

▼
企
画
課
☎
23‐３
５
０
７

建
設
か
ら
35
年
以
上
が
経
過
し
、老
朽

化
が
進
む
田
原・渥
美
斎
場
に
代
わ

る
新
し
い
斎
場
の
建
築
工
事
が
始
ま
り
ま

す
。新
斎
場
は
現
在
の
田
原
斎
場
の
南
側
に

建
築
し
ま
す
。

　

新
斎
場
は
、最
新
の
排
煙
処
理
設
備
を

備
え
た
火
葬
炉
の
導
入
に
よ
り
、環
境
面
に

配
慮
す
る
と
と
も
に
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
空
間

を
充
実
さ
せ
た
、人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し

い
施
設
と
な
り
ま
す
。既
存
の
葬
祭
棟
と
は

３
階
の
連
絡
通
路
で
つ
な
が
り
、ス
ム
ー
ズ

な
行
き
来
が
可
能
な
構
造
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、新
し
い
斎
場
は
２
年
に
渡
り
工
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
斎
場
建
築
工
事
は
、現
田
原
斎
場
を

稼
動
さ
せ
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。現
田
原

斎
場
お
よ
び
ペ
ッ
ト
火
葬
場
を
利
用
さ
れ

る
方
や
、近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
環
境
政
策
課
☎
23‐７
４
０
１

施
設
規
模

・
延
べ
床
面
積
：
約
３
８
０
０
㎡

・
構
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上

３
階
地
下
１
階
建

施
設
概
要

・
人
体
炉
５
基
、
動
物
炉
１
基
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
告
別
収
骨
室
３
室
、

待
合
室
５
室
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、
授

乳
室
、
連
絡
通
路
な
ど

次
代
を
見
据
え
た
市
政
運
営
の
た
め
に

行
政
改
革
の
議
論
を
ス
タ
ー
ト

新
斎
場
の
建
築
工
事
が
始
ま
り
ま
す１

０
０
６
３
１
５

委員名 役職など
魚躬　功 田原臨海企業懇話会
川口　昌宏 田原市行政相談委員
髙橋　純子 民生児童委員協議会副会長
高橋　まなみ 福江金融協会会長
戸田　敏行 愛知大学地域政策学部教授
冨田　さよ子 田原市更生保護女性会会長
松井　賢二 公認会計士
水野　一道 市民協働まちづくり会議委員
山崎　隆三 （一社）田原青年会議所理事長
渡邊　康良 田原市地域コミュニティ連合会理事

▲会議の様子

▲新斎場イメージ図
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